『因果物語』の位相 ——平仮名本と片仮名本の編集意図について—— by 中川 眞二
『因
果
物
語
』
の
位
相
—
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
の
編
集
意
図
に
つ
い
て
—
江
戸
時
代
の
初
期
に
出
版
さ
れ
た
『因
果
物
語
』
に
は
、
漢
字 
平
仮
名
交
じ
り
本(
以
下
、
平
仮
名
本)
と
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
本 
(
以
下
、
片
仮
名
本)
が
存
在
す
る
。
両
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
 
寛
文
元
年
(
一
六
六
こ 
に
出
版
さ
れ
た
片
仮
名
本
の
序
が
参
考 
に
な
ろ
う
。
故
二
正
三
老
人
、
因
果
歴
然
ノ
理
面
事
ト
モ
記
認
テ
、
以
テ 
諸
人
発
心
ノ
便
ト
為
ン
、
卜
誓
師
昔
日
、
人
来' 
左
ノ
如
ノ
事
ヲ
語
毎
、
箇
様
ノ
事
ヲ
聞
捨 
ニ
ス
ル
ハ
、
無
道
心
ノ
至
也
、
末
世
ノ
者
如
レ
是
ノ
事
ヲ
以 
テ' 
不
レ
救
シ
テ' 
何
ヲ
以
カ
救
ン
ヤ' 
卜' 
云
テ' 
是
ヲ 
集
厶
誠
哉
、
一
念
ノ
業-
一
因
テ
、
苦
楽
順
逆
忽
二
相
酬
、
一
念
ノ 
用
一
一
因
テ
、
成
仏
堕
獄
有
、
一
念
ノ
執
一
一
因
テ
、
怨
霊
鬼
神
中 
川 
眞 
二
ト
成
、
一
念
ノ
迷-
一
因
テ
永
劫
ノ
輪
廻
ト
成
事
、
眼
前
一
一
書 
記
セ
リ
殊
ニ
、
此
物
語
ハ
、
元
亨
釈
書
、
砂
石
集
二
乗
所
ヨ
リ
モ
、
 
証
拠
正
シ
テ
、
初
心
ノ
人
ニ
為
二
、
大
幸
ア
リ
、
ト
、
云
ト 
モ
、
只
今
現
在
ス
ル
人
ノ
仮
名
有
レ
之
以
故
、
門
人
堅
秘
シ 
テ
、
世
二
不
レ
出
也
、
然
、
頃
犯
者
ア
リ
、
竊
二
写
取
テ
、
 
乱
二
板
行
ス
、
剰
工
、
私
一
ー
序
分
ヲ
作
、
恣
二
他
ノ
物
語
ヲ 
雑
入
シ
テ
、
人
ヲ
瞞
ス
ル
事
不
レ
少
、
斯
ニ
於
テ
、
弟
子
等 
止
コ
ト
ヲ
不
レ
得
、
師
ノ
正
本
ヲ
以
テ
、
梓 
二
鏤
、
邪
本
ノ
惑
ヲ
破
ン
ト
欲
ス
、
若
人
、
邪
ヲ
捨
、
正
二 
皈
セ
ハ
、
菩
提
ノ
勝
縁
、
此
二
在
也 
寛
文
辛
丑
仲
秋
日
豊
陽
久
住
山
下
ニ
庵
ス
雲
歩
和
南
題
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こ
の
部
分
は
、
『
因
果
物
語
』
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
と
き
に 
よ
く
示
さ
れ
る
鈴
木
正
三
の
弟
子
、
 
雲
歩
に
よ
る
序
文
の
後
半
部 
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
は
、
片
仮
名
本
編
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
雲 
歩
の
、
片
仮
名
本
よ
り
も
先
に
出
版
さ
れ
た
「
邪
本
」
に
対
す
る 
強
い
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
邪
本
」
と
さ
れ 
る
の
が
、
平
仮
名
本
で
あ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
考
え
方
と
な
(2) 
っ
て
い
る
よ
ゝ
っ
で
あ
る
〇 
雲
歩
に
と
っ
て
、
「
元
亨
釈
書
、
砂
石
集
二
乗
所
ヨ
リ
モ
、
証 
拠
正
シ
テ
、
初
心
ノ
人
ニ
為
二
、
大
幸
ア
リ
、
ト
、
云
ト
モ
、
只 
今
現
在
ス
ル
人
ノ
仮
名
有
し
之
以
故
、
門
人
堅
秘
シ
テ' 
世
二
不 
レ
出
也
」
と
い
う
背
景
を
持
つ
師
鈴
木
正
三
に
よ
る
原
『
因
果
物 
語
』
を
「
竊
二
写
取
テ
」
、
「
私
二
序
分
ヲ
作
、
恣
二
他
ノ
物
語
ヲ 
雑
入
シ
テ
」
、
「
乱
二
板
行
」
し
、
「
人
ヲ
瞞
ス
ル
事
不
レ
少
」
と
い 
う
平
仮
名
本
は
ま
さ
し
く
非
難
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
 
「
邪
本
」
と
ま
で
呼
ぶ
の
も
頷
け
よ
う
。
そ
う
な
る
と
、
師
で
あ 
る
鈴
木
正
三
が
編
集
し
た
ま
ま
の
「
正
本
」
で
あ
る
と
い
う
片
仮 
名
本
は
、
「
邪
本
」
で
あ
る
平
仮
名
本
の
出
版
に
抗
議
す
る
た
め 
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
片
仮
名
本
は
正
三
の 
段
階
で
、
書
物
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
片
仮 
名
本
の
序
文
を
信
じ
れ
ば
、
片
仮
名
本
自
体
が
正
三
に
よ
っ
て
成 
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
多
く
の
因
果
譚
を
正
三
自
身
が
集
め
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も' 
片
仮
名
本
出
版
に
当
た 
っ
て
、
全
く
編
集
意
図
が
加
わ
っ
て
い
な
い
と
は
断
じ
が
た
い
。 
少
な
く
と
も
、
片
仮
名
本
上
巻
の
目
次
の
最
後
に'
「
目
録
ヲ
安 
ス
ル
ニ
因
テ
年
代
前
後
ス
又
當
寺
現
在
ス
ル
人
其
名
ヲ
除
者
多 
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
 
そ
も
そ
も
平
仮
名
本
出
版
に
対
す
る
抗
議
の
旨
を
有
す
る
序
文
が 
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
何
ら
か
の
編
集
が
さ
れ
て 
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
論
に
お
い
て
は' 
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
の
先
後
関
係
を
踏 
ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
位 
相
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
意
図
に
つ
い
て
考 
え
た
い
。
で
は
、
一
般
的
に
片
仮
名
本
と
平
仮
名
本
は
ど
の
よ
う
に
考
え 
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で'
『
日
本
古
典
文
学
大
事 
典
』
の
『
因
果
物
語
』
の
項
(
檜
谷
昭
彦
氏
に
よ
る)
を
引
用
す 
る
。
本
書
は
鈴
木
正
三
が
談
義
の
た
め
に
怪
異
譚
を
か
り
て
仏
法 
を
唱
導
し
よ
う
と
し
た
「
説
教
」
用
の
種
本
と
み
ら
れ
る
が
、
 
片
か
な
本
は
そ
う
し
た
正
三
の
意
向
に
副
っ
て
、
仏
教
の
因 
果
の
理
を
正
し
く
伝
え
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
っ
て
統一
し
47
て
い
る
。
一
方
、
平
か
な
本
に
は
唱
導
の
目
的
に
加
え
て
、
 
読
者
の
興
味
に
訴
え
よ
う
と
す
る
態
度(
怪
異
・
奇
談
を
語 
る
こ
と
に
主
眼
を
お
く) 
が
認
め
ら
れ
、
僅
か
な
が
ら
文
学
(3,
的
性
格
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
(4) 
こ
こ
で
は
、
『因
果
物
語
』
は
「
説
教
」
の
種
本
で
あ
る
こ
と
と 
併
せ
て
、
片
仮
名
本
で
は
鈴
木
正
三
の
意
向
を
汲
ん
で
仏
教
の
因 
果
を
説
か
れ
て
い
る
こ
と
、
一
方
平
仮
名
本
は
唱
導
目
的
で
あ
り 
な
が
ら
も
読
者
を
意
識
し
た
「
文
学
的
性
格
」
を
備
え
て
い
る
こ 
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
 
平
仮
名
本
の
成
立
に
は
浅
井
了
意
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え 
ら
れ
て
い
る
。
平
仮
名
本
の
序
文
に
は
、
云
維
、
因
果
物
語
ハ
正
三
道
人
の
集
め
ら
れ
し
所
、
七
部
書 
の
ー
な
り
師
八
三
州
の
人
、
姓
ハ
穂
積
、
氏
ハ
鈴
木
、
年
少
し
て
、
当 
家
の
幕
下
に
属
し
、
忠
功
ほ
ま
れ
あ
り
、
と
、
い
へ
ど
も
、
 
人
生
孚
遊
し
て
、
仏
心
に
悟
入
す
(
中
略)
度
生
の
大
願
に
依
て
、
七
部
の
書
を
つ
づ
る
、
其
中
に
此
書 
ハ
、
証
拠
た
ヾ
し
き
も
の
を
、
あ
つ
め
て
、
末
世
の
衆
生
を
、
す
ゝ
め
ん
が
た
め
に
、
か
き
と,
、
め
ら
れ
し
所
也
、
此
故
に
、
(5) 
梓
工
に
銘
じ
て
、
世
に
お
こ
な
ふ
者
也
、
と
、
云
尔 
と
あ
る
。
平
仮
名
本
の
序
文
に
お
い
て
も
「
正
三
道
人
の
集
め
ら 
れ
し
所
、
七
部
書
の
一
な
り
」
と
、
了
意
が
編
集
に
関
わ
っ
た
と 
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が' 
横
山
重
氏
ご
夫
妻
、
北
条
秀
夫
氏
ら
御 
先
学
に
よ
っ
て
了
意
が
平
仮
名
本
編
集
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
提
示 
さ
れ
、
そ
の
後
そ
れ
を
裏
付
け
る
御
論
考
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 
了
意
が
ど
の
よ
う
に
し
て
正
三
の
『
因
果
物
語
』
と
遭
遇
し
た
か 
は
定
か
で
は
な
い
が
、
平
仮
名
本
が
了
意
の
手
に
掛
か
る
も
の
で 
あ
る
な
ら
ば
、
彼
に
と
っ
て
は
『堪
忍
記
』
や
『東
海
道
名
所 
記
』
な
ど
に
近
い
時
期
に
出
版
さ
れ
た
初
期
の
作
品
と
い
う
こ
と
(7) 
に
な
る
。
了
意
は
、
唱
導
家
や
大
谷
派
の
僧
と
し
て
の
面
を
有
す
(8) 
ゝ
 
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
平
仮
名
本
に
そ
の
よ
う
な
姿
勢
が
投
影 
さ
れ
て
い
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
っ 
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。
ま
ず
、
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
で
述
べ
ら
れ
る
「
文
学
的 
性
格
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
見
る
た 
め
に
、
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
の
本
文
を
比
較
し
て
み
た
い
。
平 
仮
名
本
は
六
巻
本
で
あ
る
が
、
主
に
片
仮
名
本
と
比
較
さ
れ
る
の 
は
そ
の
前
半
三
巻(
全
六
二
話)
で
あ
る
。
後
半
三
巻
に
は
片
仮 
名
本
と
重
な
る
説
話
は
見
ら
れ
な
い
。
片
仮
名
本
は
三
巻
本(
上
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中
下)
で
、
一
九
〇
の
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
平
仮
名
本 
と
片
仮
名
本
の
共
通
話
は
五
六
話
で
、
平
仮
名
本
に
つ
い
て
い
う 
と
、
前
半
三
巻
全
六
二
話
中
五
六
話
が
片
仮
名
本
と
一
致
し
て
い 
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
容
比
較
に
つ
い
て
は
、
檜
谷
昭
彦
氏
、
 
坂
巻
幸
太
氏
、
江
本
裕
氏
ら
の
ご
研
究
に
詳
し
い
が
、
一
話
ー
話 
に
つ
い
て
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
を
本
文
内
容
を
比
較
し
た
と
き
、
 
平
仮
名
本
の
方
が
明
ら
か
に
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
。
 
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
「
平
か
な
本
に
は
唱
導
の
目
的
に 
加
え
て
、
読
者
の
興
味
に
訴
え
よ
う
と
す
る
態
度(
怪
異
，
奇
談 
を
語
る
こ
と
に
主
眼
を
お
く)
が
認
め
ら
れ
、
僅
か
な
が
ら
文
学 
的
性
格
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
」
と
い
う
記
述
は
、
そ
の
具
体
性
、
 
あ
る
い
は
わ
か
り
や
す
さ
を
根
拠
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
実
際
以
下
に
挙
げ
る
例
を
み
て
も
、
わ
ざ
わ
ざ
字
数
を
示
す
ま
で 
も
な
く
、
平
仮
名
本
の
方
が
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は 
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
平
仮
名 
本
と
片
仮
名
本
の
比
較
を
行
い
た
い
。
(
平
仮
名
本) 
二
隣
姫
ふ
か
き
女
、
死 
し
て
、
墳
の
焼
け
た
(
片
仮
名
本) 
十
二 
塚
焼
事
付
塚
ヨ
リ 
火
出
ル
事
る
事
東
三
川
一
の
宮
あ
た
り
近
き 
所
に
、
上
野
村
と
云
、
在
郷 
に
、
兵
五
郎
と
云
、
鍛
冶
あ 
り
、
其
女
房
、
こ
と
の
外
に
、
 
り
ん
き
深
き
故
に
、
常
に
、
 
い
さ
か
ひ
て
、
身
を
も
や
し 
侍
へ
り
し
が
、
わ
づ
ら
ひ
付 
て
、
死
け
り
墳
を
つ
き
て
、
埋
ミ
け
れ
ば
、
 
そ
の
七
日
め
よ
り
、
か
の
女 
ば
う
の
つ
か
の
上
に
、
天
も 
く
ほ
と
な
る
穴
出
来
て
、
あ 
な
の
内
よ
り
、
鍛
冶
の
ふ
ゐ 
ご
を' 
ふ
く
ご
と
く'
火
も 
え
出
て
、
や
け
侍
へ
り
し
を
、
 
死
人
の
お
と
ゝ
に
、
全
斎
と 
い
ふ
僧
、
か
の
墳
に 
行
て
ミ
る
に
、
火
、
つ
よ
く
、
も
え
出
る
に
依
て' 
若
竹
を
あ
な
に
さ
し
入
け
れ
は
、
ふ
東
三
川
。
一
ノ
宮
ノ
近
所
。
 
上
野
村
兵
五
郎
ト' 
云' 
鍛 
冶
ノ
女
房
死
シ
テ
。
七
日
目 
ヨ
リ
、
塚
二
天
目
程
ナ
ル
穴 
出
来
テ
。
鍛
冶
ノ
ホ
ド
ノ
火 
ノ
如
ク
、
焼
ケ
リ
。
七
月
盆
過
ニ' 
我
ガ
所
ノ
全 
ォ
行
テ
見
二
。
火
強
出
ル
間
。
 
若
竹
ヲ
指
入
テ
置
-
〇
フ 
チ
く
ト
焼
テ
。
燃
来
ナ
リ
。 
引
導
師
ワ
。
長
山
ノ
正
眼
院 
也
。
後
一
ー
、
牛
雪
和
尚
、
治 
給
也
。
兵
右
衛
五
郎
モ
。
三 
年
忌
二
死
シ
ケ
リ
。
寛
永
五 
年
ノ
事
也
(
上
十
ニ
ー 
ー)
49
ち'
—
"
と
焼
て
、
燃
た
り 
此
亡
者
を
バ
、
長
山
の
正
眼 
院
よ
り
、
弔
八
れ
し
也
、
後 
に
妙
厳
寺
の
牛
雪
和
尚
、
こ 
れ
を
、
と̂
め
給
ふ
、
兵
五 
郎
も
、
三
年
め
に
む
な
し
く 
な
る
、
寛
永
四
年
の
事
也
(
一
丄
ー)
例
え
ば
、
こ
の
話
を
み
た
と
き
に
、
片
仮
名
本
で
は
ど
う
し
て 
塚
が
焼
け
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ー
 
方
、
平
仮
名
本
で
は
「
其
女
房
、
こ
と
の
外
に
、
り
ん
き
深
き
故 
に
、
常
に
、
い
さ
か
ひ
て
、
身
を
も
や
し
侍
へ
り
し
が
、
」
と
い 
う
事
情
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ 
て
、
「
り
ん
き
深
き
故
に
」
と
い
う
「
因
」
が
提
示
さ
れ
る
こ
と 
で'
「
墳
(
塚)
」
が
燃
え
る
と
い
う
「
果
」
が
読
者
に
伝
わ
る
こ 
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
読
者
は
、
度
を
過
ぎ
た
「
り
ん
き
深
き
」 
こ
と
が
悪
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。 
し
か
し
、
片
仮
名
本
で
は
そ
の
こ
と
が
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
 
こ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
「
女
房
」
の
「
塚
」
が
燃
え
た
の
か
わ
か 
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
話
の
主
題
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。ま
た
、
次
の
例
で
は
よ
り
具
体
的
な
主
題
の
提
示
が
行
わ
れ
る
十
四
親
雲
雀
、
わ
が
子 
に
替
て
、
鷹
に
と 
ら
れ
し
事
正
保
年
中
の
事
な
る
に
、
三 
川
の
国
衣
と
云
所
に
、
鈴
木 
作
兵
衛
と
て
、
有
徳
成
、
町 
人
あ
り' 
鷹
を
す
き
て
、
っ 
か
ひ
け
り
あ
る
時
、
雲
雀
の
子
に
、
鷹 
を
合
せ
け
る
に
鷹
の
間
ぢ
か 
く
成
た
る
時
に
、
親
雲
雀
、
 
わ
が
子
と
、
鷹
と
の
あ
ひ
た 
に
、
立
隔
ち
つ
、
、
鷹
に
と 
ら
れ
て
、
子
を
た
す
け
た
り 
焼
野
の
雉
子
夜
る
の
鶴
八
、
 
子
を
思
ふ
た
め
し
に' 
す
る 
事
な
る
に
、
少
き
雲
雀
ま
で 
も' 
子
を
思
ふ
心
に
ハ' 
替
十 
母
鳥
、
子
之
命
二
替 
事
付
猿
、
寺
エ
来
、
 
子
ノ
弔
ヲ
頼
事 
三
州
衣
ト
云
処
二
。
鈴
木
作 
兵
衛
ト
云
町
人
。
鷹
数
寄
二 
テ
。
或
時
、
子
雲
雀
二
鷹
ヲ 
逢
セ
ケ
ル
ニ
。
鳥
間
近
キ\ 
処
ニ
、
母
鳥
居
ケ
ル
ガ
。
子 
ト
鷹
ト
ノ
。
合
ヲ
隔
テ
取
ラ 
レ
ケ
リ
。
作
兵
衛
、
是
ヲ
見 
テ
。
則
チ
、
鷹
ヲ
休
メ
ケ
リ
。
 
正
保
年
中
ノ
事
也(
中
十
—
 
一)
50
り
め
な
し
、
と
、
お
ぼ
ゆ 
さ
れ
バ
、
ち
く
生
よ
り
、
人 
間
に
い
た
る
ま
で
、
子
ハ
、
 
親
を
思
ふ
心
の
、
ふ
か
ゝ
ら 
ざ
る
こ
そ
、
悲
し
け
れ
(
一
—
十
四)
一
 
こ
の
話
に
お
い
て
も
、
平
仮
名
本
に
お
い
て
の
み
「
子
を
思 
ふ
」
と
い
う
主
題
が
提
示
さ
れ
る
。
片
仮
名
本
に
お
い
て
も
、
母 
鳥
が
子
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
鷹
に
取
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
述 
べ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
平
仮
名
本
で
は
そ
れ
に
加
え
、
雉
子
や
鶴 
だ
け
で
は
な
く
小
さ
い
雲
雀
ま
で
も
「
子
を
思
ふ
心
」
に
変
わ
り 
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に 
「
子
を
思
ふ
心
」
と
い
う
主
題
が
強
調
す
る
一
方
で
、
「
子
ハ
、
 
親
を
思
ふ
心
の
、
ふ
か
、
ら
ざ
る
こ
そ
、
悲
し
け
れ
」
と
、
そ
れ 
に
対
し
て
子
が
親
を
思
う
気
持
ち
が
深
く
な
い
の
は
悲
し
い
こ
と 
だ
と
い
う
ま
と
め
ま
で
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
こ
の
話
は
読
者
に
は
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。 
ま
た
、
次
の
例
で
は
話
の
信
憑
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 
ハ
虚
起
請
を
書
て
、
癩
一
三
 
起
請
文
ノ
罰
ノ
事
に
成
た
る
事 
江
州
杉
山
の
中
、
信
楽
木
村 
と
、
山
城
の
中
湯
舟
村
と
、
 
山
の
境
め
論
あ
り 
五
味
金
右
衛
門
よ
り
、
検
使 
を
立
て
、
境
め
を
見
せ
ら 
る
、
に
、
杉
山
村
の
領
分
に
、
 
見
立
た
り
、
又
、
前
々
よ
り 
の
申
分
ハ
ヽ
湯
舟
村
の
理
也 
此
時
、
杉
山
の
者
共
、
申
す 
や
う
八
、
と
か
く
、
起
請
文 
に
て
、
わ
け
い
た
し
侍
へ
ら 
ん
、
と
て
、
村
中
の
こ
ら
す
、
 
き
し
ゃ
う
を
書
て
、
山
を
と 
り
た
り
、
起
請
の
中
に
、
白 
癩
黒
癩
の
文
言
を
書
入
た
り
、
 
正
保
三
年
の
事
也 
そ
れ
よ
り
三
年
過
て
、
慶
安 
ー
 
ー
年
丑
の
春
ご
ろ
よ
り
、
村 
中
残
ら
ず
、
癩
に
成
た
り
、
 
老
人
三
人
、
連
判
に
は
づ
れ
同
州
信
楽
木
ノ
中
。
杉
山
村 
ト
山
城
ノ
内
。
湯
舟
湯
舟
村 
ト
、
山
堺
ノ
論
ア
リ 
代
官
ヨ
リ
検
使
ヲ
立
、
堺
ヲ 
見
ル
ニ
。
杉
山
ノ
分
二
見
立 
タ
リ
。
又
、
前
々
ヨ
リ
ノ
申 
分
ハ
。
湯
舟
村
ノ
申
分
、
理 
也
。
此
時
、
杉
山
村
ノ
者
共
、
兎 
角
、
起
請
ニ
テ
、
申
分
べ
シ
、
 
ト
テ
。
一
村
残
ズ
起
請
文
ヲ 
書
テ
、
山
ヲ
取
也
。
尤
、
白 
癩
黒
癩
ノ
文
ヲ
書
入
タ
リ
。
 
正
保
三
年
ノ
事
ナ
ル
ニ
。
漸 
一
年
過
テ
。
慶
安
ー 
一
年
丑
ノ 
春
。
起
請
文
ノ
如
、
村
中
残 
ズ
癩
病
ヲ
受
。
五
六
百
間
ノ 
村
。
一
時
二
、
荒
果
ル
也
。 
天
罰
明
也
、
ト
、
人
々
云
へ 
リ其
村
ノ
様
子
、
惓
二
見
タ
ル
。
51
け
れ
バ
、
此
三
人
バ
か
り
、
 
無
病
也
、
家
数
五
六
十
有
村 
也
、
ま
こ
と
に
、
起
請
の
天 
罰
也
、
と
、人
'
'
申
け
り
(
三
—
八)
山
口
市
之
丞
。
内
ノ
者
語
也
。
(
中
〒3
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
の
相
違
点
は
い
く
つ
か
あ
る
。
片
仮
名 
本
の
「
五
六
百
間
の
村
」
と
い
う
多
さ
も
気
に
は
な
る
が
、
注
目 
す
べ
き
は
「
三
年
過
て
」
と
「
漸
一
年
過
テ
」
と
い
う
部
分
の
違 
い
で
あ
ろ
う
。
「
慶
安
二
年
」
は
「
正
保
三
年
」
の
三
年
後
で
あ 
り
、
内
容
的
に
は
平
仮
名
本
の
方
が
正
し
い
。
平
仮
名
本
の
編
集 
者
は' 
正
三
の
原
『
因
果
物
語
』
の
誤
り
を
訂
正
し
た
の
で
あ
ろ 
う
か
。
当
時
の
人
々
は
、
こ
の
誤
り
に
は
当
然
気
が
つ
く
で
あ
ろ 
う
。
し
た
が
っ
て
、
片
仮
名
本
の
誤
り
は
、
こ
の
話
の
信
憑
性
を 
薄
れ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
平
仮
名
本
で
は 
「
老
人
三
人
」
の
生
存
者
が
い
る
こ
と
を
示
し' 
こ
の
話
が
生
き 
証
人
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ 
っ
て
、
「
起
請
の
天
罰
」
と
い
う
主
題
も
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い 
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
の
本
文
を
比
較
し
た
と
き
、
 
平
仮
名
本
の
具
体
性
と
、
主
題
を
明
確
に
し
よ
う
と
い
う
性
格
は
ほ
ぼ
全
文
に
及
ん
で
い
る
。
平
仮
名
本
に
は
、
主
題
を
わ
か
り
や 
す
く
提
示
し' 
感
動
の
中
心
を
示
そ
う
と
い
う
意
図
が
強
く
表
れ 
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
図
が
よ
り
強
く
表
れ
て
い 
る
の
が
、
「
子
を
思
ふ
心
」
の
話
に
加
え
ら
れ
た
よ
う
な
、
平
仮 
名
本
各
話
の
最
後
に
付
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
 
多
く
の
平
仮
名
本
所
収
の
話
の
最
後
に
は
、
 
心
に
ふ
か
く'
お
も
ひ
入
た
る
と
こ
ろ' 
ま
こ
と
に' 
生
な 
か
ら
、
衆
合
地
ご
く
に
、
お
ち
た
り
、
と
、
お
ほ
え
て
、
あ 
は
れ
な
り 
(
一
—
五) 
ち
く
生
な
れ
ど
も
、
う
ら
み
深
く
、
思
ひ
い
る
れ
バ
、
お
そ 
ろ
し
き
事
も
あ
る
也 
(
一
—
六) 
ま
こ
と
に
、
繫
念
無
量
劫
と
い
へ
る
、
夫
婦
の
執
心
の
こ
り 
て
、
死
し
て
の
ち
ま
て
も' 
猶
か
く
の
こ
と
し' 
生
々
流
転 
の
業
つ
き
す
る
事
あ
る
へ
か
ら
ず
、
あ
は
れ
な
り
し
事
共
な 
り' 
よ
き
知
識
あ
ら
ば' 
と
、
思
ひ
侍
へ
り 
世
の
人
の
為' 
心
ざ
し
を
改
た
め
ん
と
て
、
見
聞
し
事
を
、
 
筆
に
と
ヾ
め
て' 
の
こ
す
も
の
也 
(
三
—
ニ
ニ) 
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
話
を
ま
と
め
る
よ
う
な
こ
と
ば
、
主
題 
を
示
す
部
分
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
特
徴
は
、
片
仮
名
52
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
よ
り
明
ら
か
な
も
の
と
な
る
。
(
平
仮
名
本) 
四
抜
参
宮
を
折
檻
し
て
、
 
罰
あ
た
り
し
事 
(
前
文
略) 
角
て
、
三
日
め
に
、
兄
弟
あ 
る
中
に
、
弟
な
に
こ
ゝ
ろ
も 
な
く
、
火
の
端
に
居
た
る
を
、
 
兄
が
わ
ざ
と
し
て
、
火
の
中 
へ 
っ
き
た
を
し
け
れ
八
、
則
、
 
や
け
死
に
け
り 
人
々
、
い
か
さ
ま
に
も
、
彼 
子
守
を
、
せ
っ
か
ん
し
て
、
 
ぬ
け
参
り
を
、
い
ま
し
め
た 
る
ゆ
へ
に
、
太
神
宮
の
御
罰 
也
、
と
、
申
あ
へ
り 
す
べ
て
、
神
仏
に
付
て
、
人 
の
お
こ
す
信
心
を
、
何
か
と
、
 
さ
ま
た
げ
て
、
打
さ
ま
さ
す
(
片
仮
名
本)
一
 
神
明
利
生
之
事
付
御 
罰
之
事
(
前
文
略) 
然
二
、
三
日
目
に
。
彼
子
、
 
火
ノ
ハ
タ
ニ
居
タ
ル
ヲ
。
兄
・ 
ヒ
シ
ト
ッ
キ
倒
シ
ケ
ル 
ニ
。
 
則
チ' 
火
ニ
入
テ
死
ケ
リ
。
 
諸
人
、
伊
勢
ノ
御
罰
ヲ
蒙
り 
タ
リ
、
ト
、
云
り
、
卜
。
其 
近
所
ノ
有
閑
、
物
語
也
(
中
一
ー
ニ)
る
も
の
は
、
か
な
ら
す
、
 
わ 
ざ
ハ
ひ
に
あ
ふ
事
、
又
ゝ
た 
め
し
お
ほ
く
侍
へ
り
(
ー
ー
四) 
七
法
師
の
、
馬
に
成
た 
る
事 
こ
れ
も
、
お
な
し
、
あ
た
り 
ち
か
く
、
江
村
と
い
ふ
在
所 
あ
り
、
そ
の
里
に
、
受
泉
と 
い
へ
る
法
師
あ
り
、
草
堂
の 
房
主
な
り
、
こ
の
ほ
う
し
、
 
わ
か
き
時
分
よ
り
、
馬
エ
郎 
を
い
た
し
て
、
世
を
わ
た
る. 
た
す
け
と
す 
寛
永
十
六
年
の
春
よ
り
、
わ 
づ
ら
ひ
っ
き
け
る
か
、
た
ヾ
、
 
馬
の
ま
ね
を
し
て
、
い
な
 ゝ
き
、
又
八
、
臥
な
が
ら
、
手 
を
つ
か
へ
て
、
は
ね
を
ど
り
三
生
ナ
ガ
ラ
、
牛
ト
成 
僧
ノ
事
付
馬
ノ
真
似 
ス
ル
僧
ノ
事 
三
州
岡
ト
云
村
ノ
近
辺
。
江 
村
ト
云
処
二
。
聚
泉
ト
云
、
 
独
庵
坊
主
。
馬
口
労
ヲ
業
ト 
シ
テ
。
世
ヲ
渡
ケ
リ
。 
寛
永
十
六
年
ノ
春
。
不
図
、
 
煩
付
テ
。
百
日
程
、
馬
ノ
真 
似
シ
テ
。
雑
水
ヲ
馬
桶
ニ
入 
テ
呑
セ
。
即
、
厩
二
入
テ
置 
二
。
四
足
ニ
立
テ
。
足
搔
シ 
テ
、
力
強
、
気
色
怖
布
ナ
リ
。 
卅
ハ
歳
ニ
テ
死
ニ
ケ
リ
。
(
下
三
—
四)
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け
り
、
人̂
^
-
ヽ
付
そ
ひ
て
、ー
 
押
臥
な
ん
、
と
、
し
け
れ
ど 
も
静
ま
ら
す
、
人
の
な
き
透 
間
を
見
て
、
馬
屋
に
か
け
入 
つ
、
ヽ
手
あ
し
を
立
て
、
あ 
が
き
狂
ひ
、
後
に
八
、
カ
っ 
よ
く
、
心
た
け
く
な
り
て
、
 
人
を
見
て
ハ
ヽ
と
ひ
か
ゝ
り
、
 
く
ら
ひ
っ
き
け
れ
ば
、
す
へ 
き
ゃ
う
も
な
く
、
馬
屋
の
前 
に
、
柵
を
結
て
、
を
し
こ
め 
た
り
、
水
を
の
む
も
、
食
を 
あ
た
ふ
る
も
、
馬
桶
に
入
て
、
 
さ
し
い
る
、
を
、
口
を
さ
し 
よ
せ
て
、
く
ら
ひ
け
り
、
そ 
の
比
、
年
ハ
、
卅
七
八
に
て 
も
や
侍
へ
ら
ん
、
百
日
ハ
か 
り
、
く
る
ひ
て
、
死
け
り 
出
家
の
身
と
し
て
、
お
こ
な 
ひ
わ
ろ
く
、
こ
と
更
、
馬
エ 
郎
な
ど
を
、
い
た
す
事
ハ
ヽ
仏
の
冥
慮
も
、
お
そ
ろ
し
、
 
か
ゝ
る
浅
ま
し
き
、
死
を
い 
た
せ
し
、
誠
に
、
こ
れ
ら
ハ
 ヽ
い
き
な
が
ら
、
ち
く
生
道
に 
お
ち
た
り
。
(
ー
ー
七) 
五
旦
那
を
争
た
る
長
老
、
 
狂
気
し
け
る
事 
東
三
川
に
、
岡
と
い
ふ
村
あ 
り
、
そ
の
村
に
、
長
慶
寺
と 
云
寺
の
住
持
の
長
老
、
先
祖 
よ
り
の
旦
那
あ
り
、
い
か
 ヾ
思
ひ
け
ん
、
大
洞
と
云
禅
家 
へ'
ま
い
り
け
る
が
、
わ
づ 
ら
ひ
て
、
程
な
く
死
に
け
り 
そ
の
子
、
す
な
八
ち
、
大
洞 
の
住
持
に
、
引
導
頼
む
よ
し 
を
、
長
慶
寺
の
長
老
聞
て
、
 
村
中
の
旦
那
を
た
の
ミ
ヽ
棒
十
座
頭
二
金
ヲ
盗
僧
、
 
盲
ト
成
事
付
死
人
ヲ 
争
僧
、
機
違
事 
東
三
河
岡
村
ト
云
所
二
。
長 
慶
寺
ト
云
寺
有
。
其
寺
ノ
檀 
那
某
卜
云
者
。
寛
永
十
八
年 
二
死
ス
。
内
々
、
大
洞
ヱ
親 
出
入
シ
ケ
ル
間
。
大
洞
ニ
テ 
弔
ン
ト
ス
。
時
二
、
長
慶
寺
ノ
長
老
嗔
テ
。 
先
祖
ヨ
リ
、
代
々
当
寺
ノ
檀 
那
ナ
リ
。
弔
ワ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
 
ト
テ
。
村
中
ノ
檀
那
ヲ
頼
、
 
棒
打
ノ
用
意
ナ
リ
。
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ご
な
し
に
し
て
、
死
人
を
う 
バ
ひ
と
り
て
、
引
導
さ
せ
ま 
じ
き
ヽ
と
、
企
侍
へ
り
け
り
、
 
大
洞
方
へ
、
此
よ
し
、
聞
え 
け
れ
ば
、
さ
て
ハ
ヽ
む
づ
か
ー 
し
き
事
也
、
と
て
、
引
導
に 
出
給
八
ず
、
此
故
に
、
と
か 
く
、
あ
っ
か
ひ
て
、
長
慶
寺 
を
頼
ミ
て
、
と
ふ
ら
ひ
け
り 
­
次
の
年
、
一
周
忌
の
比
よ
り
、
 
長
慶
寺
の
長
老
、
狂
乱
し
て
、
 
さ
ま\
^
ヽ
く
る
ひ
け
る
故 
に
、
旦
那
衆
あ
つ
ま
り
て
、
 
牢
を
つ
く
り
、
を
し
こ
め
て 
置
に
、
人
来
れ
は
、
色̂
"
 
悪
口
し
、
糞
を
つ
か
み
て
、
 
打
か
け
な
ど
し
け
り
、
今
ハ
、
 
せ
ん
か
た
な
か
り
し
所
に
、
 
七
月
の
末
に
、
牢
を
破
り
出 
て
、
そ
の
ま
ゝ
、
狂
ひ
あ
り 
く
、
小
袖
も
、
み
な
、
ぬ
き
此
由
、
大
洞
ヱ
聞
ヱ
ヽ
六
箇 
敷
コ
ト
ナ
リ
、
ト
テ
。
住
持 
引
導
二
出
給
ズ
。
サ
マ
く
 
扱
テ
、
ヤ
ウ
"
ス
ミ
ケ
リ
。 
然
二
、
次
ノ
年
ノ
春
。
長
慶 
寺
ノ
長
老
、
機
違
テ
狂
ケ
リ
。 
折
ヲ
結
テ
置
二
、
人
来
バ
。 
糞
ヲ
ツ
カ
ミ
打
力
ケ̂
シ
テ
。 
終
二
狂
ヒ
死
ケ
リ
。
浅
間
敷 
次
第
也
(
下
十
—
四)
す
て
、
く
ら
ひ
や
ぶ
り
、
あ 
か
裸
に
な
り
、
浅
ま
し
き
有 
さ
ま
に
て
、
っ
ゐ
に
、
た
を 
れ
死
け
り
、
寛
永
十
八
年
の 
事
也
し
か
れ
は
、
仏
法
と
申
す
八
・ 
人
我
の
相
を
と
、
め
て
、
心 
を
お
さ
む
る
を
も
っ
て
、
詮 
と
す\
ま
し
て
、
僧
法
師
ハ
、
 
大
悲
心
を
、
も
つ
は
ら
と
し 
て
、
人
を
、
を
し
ゅ
る
者
な 
る
に
、
愚
痴
放
逸
に
し
て
、
 
屍
を
あ
ら
そ
ふ
事
、
生
な
が 
ら
、
狗
に
似
た
り
、
今
ハ
、
 
末
代
な
れ
バ
、
さ
こ
そ
、
あ 
ら
ん
か
ら
に
、
諸
宗
の
愚
入 
道
、
い
つ
れ
も
、
旦
那
を
あ 
ら
そ
ひ
、
屍
を
う
ば
ひ
合
て
、
 
宗
門
の
恥
を
さ
ら
す
、
ま
こ 
と
に
、
あ
は
れ
な
る
か
な
(
二
—
五)
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平
仮
名
本
第
一
巻
第
四
話
「
抜
参
宮
を
折
檻
し
て
、
罰
あ
た
り 
し
事
」
に
つ
い
て
は
途
中
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
そ
の
題
名
か 
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
人
の
お
こ
す
信
心
」
を
妨
げ
る
と
禍 
に
遭
う
と
い
う
主
題
が
最
後
の
部
分
で
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
 
こ
れ
ま
で
同
様
片
仮
名
本
で
は
そ
れ
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
次
の 
「
法
師
の
、
馬
に
成
た
る
事
」
も
、
最
後
の
部
分
で
出
家
の
身
と 
し
て
行
い
が
悪
い
と
「
仏
の
冥
慮
」
の
た
め
に
「
ち
く
生
道
」
に 
落
ち
て
し
ま
う
と
、
こ
の
話
の
テ
ー
マ
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。
し 
か
し
片
仮
名
本
で
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
最
後
の
例
、
「
旦 
那
を
争
た
る
長
老
、
狂
気
し
け
る
事
」
も
同
様
で
あ
る
。
「
旦
那 
を
あ
ら
そ
ひ
、
屍
を
う
ば
ひ
合
」
っ
た
た
め
に
死
ぬ
こ
と
に
な
っ 
た
の
だ
と
最
後
に
述
べ
ら
れ
る
。
併
せ
て
、
僧
の
在
り
方
に
つ
い 
て
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
平
仮
名
本
に
は
最
後 
に
主
題
を
示
し
、
感
動
の
中
心
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が 
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
読
者
は
よ
り
詳
し
く
話
を
理
解 
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
平
仮
名
本
編
者
い
や
編
著
者
は
正
三
の
原 
『因
果
物
語
』
に
手
を
入
れ
、
主
題
を
読
者
に
提
示
し
な
が
ら
、
 
平
仮
名
本
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
主 
題
の
提
示
は
、
そ
の
話
の
性
格
を
決
め
、
そ
の
話
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
方
向
付
け
に
つ
な
が
る 
の
で
あ
る
。
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
お
い
て
、
『
因
果
物
語
』
は 
「
鈴
木
正
三
が
談
義
の
た
め
に
怪
異
譚
を
か
り
て
仏
法
を
唱
導
し 
よ
う
と
し
た
『説
教
』
用
の
種
本
と
み
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て 
い
た
が
、
片
仮
名
本
が
そ
の
用
途
を
前
提
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も 
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
片
仮
名
本
の
因
果
譚
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の 
「
説
教
」
の
内
容
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
使
用
さ
れ
た
は
ず
で
あ 
る
。
そ
の
と
き
に
、
前
も
っ
て
そ
の
因
果
譚
の
主
題
が
提
示
さ
れ 
て
い
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
。
平
仮
名
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
因 
果
譚
の
性
格
付
け
が
さ
れ
て
い
た
と
き
、
「
説
教
」
で
の
使
用
も 
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
片
仮
名
本
の
序
文
で
の
「
邪
本
」
で
あ
る
平
仮
名
本 
へ
の
批
判
は
、
原
『因
果
物
語
』
を
「
竊
二
写
取
テ
」
、
「
私
二
序 
分
ヲ
作
、
恣
二
他
ノ
物
語
ヲ
雑
入
シ
テ
」
、
「
乱
二
板
行
」
し
た
こ 
と
へ
の
批
判
も
当
然
あ
ろ
う
が
、
「
説
教
」
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ 
の
因
果
譚
の
使
用
法
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
へ
の
抗
議
と
い
う
意
味 
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
、
平
仮
名
本
、
片
仮
名
本
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
た
の
は
誰 
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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平
仮
名
本
に
見
ら
れ
る
主
題
を
提
示
し
な
が
ら
話
を
具
体
的
に 
語
ろ
う
と
す
る
姿
勢
、
因
果
譚
を
わ
か
り
や
す
く
述
べ
な
け
れ
ば 
な
ら
な
い
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
僧
な
ど
で
は
な
く
そ 
れ
以
外
の
人
々
、
例
え
ば
庶
民
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。 
そ
し
て
一
方
の
片
仮
名
本
の
対
象
は
、
平
仮
名
本
の
よ
う
な
具
体 
的
な
解
説
が
不
要
な
人
た
ち
、
僧
侶
な
ど
の
仏
教
関
係
の
人
々
を 
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
語
っ
て
い
る
の
が
、
平
仮
名
本
と
片
仮 
名
本
の
最
大
の
相
違
点
で
あ
る
平
仮
名
と
片
仮
名
と
い
う
用
字
の 
違
い
で
あ
る
。
平
仮
名
、
片
仮
名
を
用
い
た
こ
と
に
ど
の
よ
う
な 
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
、
そ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
 
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
ひ
と
つ
例
を
挙
げ
な
が
ら
・ 
そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
寛
文
十
二
年
に
起
こ
っ
た
『親
鸞
伝
絵
』
(
以
下
『御
伝
鈔
』) 
の
仮
名
草
子
化
に
関
す
る
事
件
が
そ
れ
で
あ
る
。
『御
伝
鈔
』
を 
仮
名
草
子
化
し
て
出
版
し
よ
う
と
し
た
書
肆
鶴
屋
喜
右
衛
門
と
親 
鸞
伝
浄
瑠
璃
を
刊
行
し
よ
う
と
し
た
八
文
字
屋
ハ
左
衛
門
に
対
し 
て
、
寛
文
十
二
年
十
月
、
東
本
願
寺
が
京
都
町
奉
行
所
に
訴
え
を 
起
こ
し
た
。
そ
の
事
件
に
つ
い
て
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
『粟
津 
家
文
書
』
で
は
、
一
 
開
山
聖
人
縁
起
上
下
巻
之
儀
八
従
先
規
寺
法
と
し
て
諸
末
寺
之
族
望
二
任
せ
拝
讀
之
儀
許
容
之
上
役
人
傳
受
せ
し
む 
る
作
法
一
一
而
候
故
中
々
末
々
二
而
私
と
し
て
拝
見
難
成
書 
物
二
而
御
座
候
ひ
ら
か
な
二
直
し
土
民
下
08
ノ
類
迄
心
易 
よ
み
申
候
へ
は
家
ノ
傳
受
寺
法
難
相
立
候
其
上
右
草
紙
之 
内
ノ
繪
は
於
本
字
役
人
候
而
繪
傳
四
幅
二
調
御
門
跡
自
筆 
二
而
裏
書
被
認
末
寺
共
へ
授
与
候
其
礼
式
有
之
事
ニ
候
然 
者
旁
以
寺
法
之
障
二
罷
成
候
如
御
存
知
當
本
願
寺
儀
は
御 
公
儀
よ
り
御
知
行
不
被
遣
候
得
共
如
此
ノ
作
法
を
以
末
寺 
門
徒
ノ
助
成
と
し
て
相
立
義
二
御
座
候
間
諸
宗
格
別
之
道 
理
御
聞
届
被
成
可
被
下
候
事
と
あ
る
。
「
開
山
聖
人
縁
起
上
下
巻
」
つ
ま
り
『御
伝
鈔
』
を 
「
ひ
ら
か
な
二
直
」
す
こ
と
が
、
「
土
民
下
81
ノ
類
迄
心
易
よ
み 
申
候
へ
は
家
ノ
傳
受
寺
法
難
相
立
候
」
と
い
う
結
果
を
生
む
こ
と 
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
平
仮
名
化
は
「
土
民
下
腸
ノ
類
」
を 
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
見
方
を
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
 
そ
し
て
そ
れ
が
「
家
ノ
傳
受
寺
法
難
相
立
」
に
当
た
る
と
い
う
の 
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
鶴
屋
の
反
論
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
 
ー
 
ひ
ら
か
な
二
仕
候
親
鸞
ノ
御
傳
之
本
ニ
付
御
と
か
め
被
成 
候
哉
か
た
か
な
書
之
本
は
い
く
色
も
御
座
候
是
は
不
苦 
候
哉
57
鶴
屋
に
よ
る
と
、
『御
伝
鈔
』
の
「
か
た
か
な
書
之
本
は
い
く
色 
も
」
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
近
世
初
期
以
降
の
東
本
願
寺
か
ら 
与
え
ら
れ
る
『御
伝
鈔
』
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
で
あ
っ
た
こ
と 
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
『御
伝
鈔
』
は
「
家 
ノ
傳
受
寺
法
難
相
立
」
に
は
な
ら
な
い
僧
侶
向
け
の
も
の
で
あ
る 
が
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
『御
伝
鈔
』
は
「
土
民
下
腸
ノ
類
迄
心 
易
」
読
め
る
の
で
出
版
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の 
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
近
世
初
頭
の
常
識
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
 
『
因
果
物
語
』
に
も
同
様
の
背
景
が
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
だ 
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
平
仮
名
本
は
僧
以
外
の
ひ
と
向
け
の
も
の
、
例
え
ば 
庶
民
対
象
の
も
の
、
一
方
片
仮
名
本
は
僧
向
け
の
も
の
と
い
う
こ 
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
平
仮
名
本
が
絵
入
り
で
出
版
さ 
れ
た
こ
と
か
ら
も
実
証
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
正
三
の
弟
子
た
ち 
に
よ
る
片
仮
名
本
の
出
版
は
、
『御
伝
鈔
』
に
お
け
る
「
家
ノ
傳 
受
寺
法
難
相
立
」
の
た
め
の
東
本
願
寺
に
よ
る
出
版
差
し
止
め
請 
求
同
様
、
平
仮
名
本
出
版
に
対
す
る
正
三
の
弟
子
た
ち
の
抗
議
活 
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
 
正
三
の
『因
果
物
語
』
の
内
容
が
、
平
仮
名
本
出
版
に
よ
っ
て
、
 
よ
り
わ
か
り
や
す
く
テ
ー
マ
を
示
し
な
が
ら
解
説
さ
れ
た
こ
と
に 
対
す
る
抗
議
の
意
味
も
あ
っ
た
ろ
う
。
片
仮
名
本
が
「
説
教
」
の
た
め
の
種
本
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
正
三
の
弟
子
た
ち
に 
対
す
る
影
響
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
同
時
に
、
禅 
宗
の
僧
た
ち
に
対
し
て
「
平
仮
名
本
に
は
惑
わ
さ
れ
る
な
」
と
い 
う
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
以
上
、
平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
の
先
後
関
係
を
踏
ま
え
た
う
え 
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
位
相
を
明
ら
か 
に
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
意
図
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。 
平
仮
名
本
の
編
著
者
は
正
三
の
原
『因
果
物
語
』
に
手
を
入
れ
、
 
主
題
を
読
者
に
提
示
し
な
が
ら
、
平
仮
名
本
を
作
り
上
げ
て
い
っ 
た
。
そ
し
て
そ
の
対
象
は
、
よ
り
詳
し
い
解
説
が
必
要
で
あ
っ
た 
で
あ
ろ
う
庶
民
だ
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
の
片
仮
名 
本
の
出
版
は' 
師
で
あ
る
正
三
の
原
『
因
果
物
語
』
を
勝
手
に
改 
編
し
た
平
仮
名
本
出
版
に
対
す
る
抗
議
で
あ
る
と
と
も
に
、
原 
『因
果
物
語
』
の
因
果
譚
が
庶
民
対
象
に
わ
か
り
や
す
く
草
子
化 
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
抗
議
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
改 
め
て
片
仮
名
で
出
版
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
禅
宗
の
僧
向
け
に 
「
平
仮
名
本
は
邪
本
で
あ
り
、
こ
の
片
仮
名
本
こ
そ
が
正
本
で
あ 
る
」
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か 
も
し
れ
な
い
。
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し
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毎
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三
の
『因
果
物
語
』
の
み
じ
か
い 
文
か
ら
な
る
文
章
に
説
法
者
の
口
調
を
感
ず
る
を
注
意
す
る
に
と 
ど
め
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
(5) 
1
)
に
同
じ
。
(6) 
(2)
に
同
じ
。
(7) 
平
仮
名
本
の
出
版
に
つ
い
て
、
吉
田
幸
一
氏
は
、
『因
果
物
語
』 
解
題
(
古
典
文
庫
・
一
九
六
二
年)
の
な
か
で
、
「
大
体
万
治
元
、
 
二
年
頃
の
板
行
と
見
て
大
過
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
」
と
述 
べ
て
お
ら
れ
る
。
(8) 
野
間
光
辰
氏
「
了
意
追
慕
」(
北
条
秀
夫
氏
編
著
『改
訂
増
補 
浅
井
了
意
』(
笠
間
書
院
・
一
九
六
七
年)
・
関
山
和
夫
氏
『説
教 
の
歴
史
的
研
究
』
(
法
蔵
館
・
一
九
七
三
年)
、
坂
巻
甲
太
氏
前
掲 
書
。
(9) 
(2)
に
同
じ
。
(
10) 
関
山
和
夫
氏
は
、
前
掲
『説
教
の
歴
史
的
研
究
』
の
な
か
で
、
 
本
論
と
同
じ
部
分
を
引
用
さ
れ
、
「
も
は
や
親
鸞
の
精
神
も
蓮
如 
の
教
え
も
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
た
だ
本
願
寺
の
利
権
だ
け 
が
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
願
寺
の
僧
で
な
い
浄
瑠
璃 
の
太
夫
な
ど
が
尊
い
『御
伝
鈔
』
を
、
し
か
も
わ
か
り
や
す
く
す 
る
た
め
に
相
当
歪
曲
し
て
興
味
本
位
語
る
の
は
よ
く
な
い
と
考
え 
て
の
拒
否
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
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